
 
 
 
 
 
 
 
※ＤＣとは Defined Contribution の略＝確定拠出年金のことです。  平成２２年１月２６日 ＮＯ．７６ 

 
制度への加入に関する最終決定はお客様ご自身の判断と責任でなされるようお願いします。本資料は、岡三証券が信頼できる

と判断した情報源からの情報に基づいて作成したものですが、その情報の正確性、完全性を保証するものではありません。 

■ 確定給付型の企業年金について 

１． 仕組みの概要 

確定給付型の企業年金とは、大まかに言います

と、「将来支払う給付額を平準的な掛金で積み立て

る制度」と表せます。 

ここでいう「将来支払う給付額（予定）額」と

は、中途退職時や定年退職時の退職金額のことで

す。また、「平準的な掛金で積み立てる」とは、予

定している退職金額に対して分割払いで積み立て

ていくという意味になります。 

２． 掛金の計算基礎について 

一見、単純な積立制度のように見えますが、実

際にはもう少し複雑な決まりごとがあります。 

① 運用収益を見込む 

  加入から給付までの期間が長期間にわたる

ため、掛金は一定の予定運用収益を見込んで

計算されます（運用収益の予定率を「予定利

率」といいます。）。言い換えると、掛金額は

（予定）運用収益分を少なく設定する制度と

いうことになります。 

② 予定の脱退を見込む 

  一般的には、ある程度の人数が企業年金か

ら脱退していくことが想定されます。脱退者

分の掛金収入が減少することや給付支払いを

見込むことなどが行われます。 

ポイントはいずれも「予定」であるという点で、

運用や脱退の実績が予定と乖離した場合には「再

計算」等で掛金額の調整を行うことになります。 

さらに、厚生年金基金や確定給付企業年金にお

いては、「財政検証」（年金制度の決算を行い財政

状況の確認を行うこと）があり、一定の積み立て

水準を満たしていないと、掛金率の引き上げや追

加の掛金払い込みが必要となってきます。 

今回は、確定拠出年金制度と対比的に語られる

「確定給付型の企業年金」について考えてみたい

と思います。 

３． 予定利率について 

現在、適格退職年金を含め、確定給付型の企業

年金制度について、実態とかけ離れている予定利

率を問題視する向きもあります。運用収益の見込

みが甘いという指摘は間違いではありませんが、

前述のとおり、運用収益の見込みは掛金額の計算

に直結しています。 

したがって、運用収益を低く見込むことイコー

ル掛金が上がることを意味します。一般的に、予

定利率を１％下げると掛金は２割以上も上昇する

と言われています。 

おそらく予定利率が高いことは良くないことで

あると認識していた企業もあると思いますが、

「会社が掛金増加に耐えられなかった」とか「掛

金額を増やすのは将来に先送りした」という理由

で予定利率を高いままにしたケースもあるのでは

ないかと思われます。 

４． 確定給付型の企業年金の本質 

前述のとおり、確定給付型の企業年金は、将来

の給付額を目標に運用収益や加入者の脱退を加味

しながら資産を積み上げていく制度です。 

すなわち、企業は、掛金がたとえどのような額

だとしてもその払い込みを続け、かつ、どのよう

な金融環境下だとしても運用の責任を負わなくて

はならないことが、確定給付型の企業年金の本質

なのではないでしょうか。 

以 上     

また､本資料に記された意見や予測等は､資料作成時点での岡三証券の判断であり､今後予告なしに変更されることがあります。

※岡三証券は確定拠出年金（ＤＣ）の運営管理機関です（登録番号６６７）。 


